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将来のパンデミックに対する備え
- 日本の経験からの教訓 - 

COVID-19 パンデミックは、 世界中で甚大な健康被害をもたらしただけではなく、 人々の生活を大き
く変えた。 日本においてもその影響は深刻なものであった。 しかし欧米先進国と比較して日本の死亡
率が相対的に低かったことは特筆に値する。 本プロジェクトでは日本の教訓を世界に発信することでレ
ジリエントな社会に貢献することを目的として、 これまで歴史的背景、 感染症の文化的背景、 社会
的格差、 グローバルヘルスガバナンスの 4つの視点から学際的な研究を進めてきた。その集大成として、
国際シンポジウムを開催し研究成果を共有する。 本シンポジウムでは、 WHO 事務局長補として世界
のパンデミック対応を牽引した Keiji Fukuda 教授を招き、 将来のパンデミックに備えるために世界がな
すべきこと、 課題と政策上の重要な指針についてグローバルな視点から講演いただく。 また、
Discussion では、 Keiji Fukuda 教授も議論に参画し、 日本の経験からの教訓として将来のパン
デミックに備えるための国際的な枠組み再構築に資する最終提言をまとめる。
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